
Ⅰ はじめに
現在, 河川の赤土等堆積調査は, 花城ら１) が1994年に

開発した河川底質中懸濁物質含量簡易測定法 (以下簡易

法という) によって懸濁物質含量 (以下 SPRSという)

を測定している. しかし, これまでの調査は 『常時河川

水が流れている比較的浅くて流れの緩い場所』 で行われ

ており, 河川形態が異なる場所のデータは得られていな

い. 一河川において隣接した淵と瀬, 特に瀬は早瀬と平

瀬にわけられ, それぞれが次々につながって１本の川を

形成しており, 可児２) ３) はこの瀬と淵の一組を川の単位

形態とした (図１). つまり, 川の単位形態である淵と

瀬の状態をみることによって一河川のおおまかな状態を

知ることができると考えられる. そこで, 沖縄島の河川

の単位形態における赤土堆積状況について調査を行った

ので報告する.

河川底質の SPRSを測定する際に, 底質中に有機物が

多く含まれている場合がある. 花城らの簡易法で

SPRSを求める場合, 土壌粒子以外にも有機物の影響が

大きくなると考えられた. 有機物が多く含まれていると

思われる河川底質において, 有機物を分解した前後の

SPRS値の比較も行ったのであわせて報告する.

図１. 河川形態

Ⅱ 方 法
１. 調査期間

2003年11月～2004年３月

２. 調査地点

沖縄島19河川32地点, 久米島２河川５地点, 石垣島２

河川２地点, 西表島６河川６地点で底質を採取した (図

２). それぞれの地点で淵, 平瀬および早瀬から底質を

採取した. しかし２河川３地点の淵, ８河川17地点の早
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瀬は, 底質採取地点付近に存在しなかったためサンプリ

ングが行えなかった.

ここでの淵, 平瀬, 早瀬とは以下のように定義した.

淵：深さ50cm以上

平瀬：深さ50cm未満, 流速約15cm/s未満

早瀬：深さ50cm未満, 流速約15cm/s以上

３. 測 定

(1) SPRS

採取した底質は花城らの簡易法により SPRSを測定し

た.

測定フローと外観によるランク分類を図３および表１

に示す.

(2) 有機物の処理

沖縄島の７河川10地点21サンプルの底質について, 有

機物分解処理の後 SPRSの測定をおこなった. ここで取

り扱った底質は, においや色などによって明らかに有機

物が存在するものを選んだ. ここで行った有機物分解は,

｢土壌環境分析法４)｣ に記載されている 『有機物分解と

可溶成分の除去』 の項を参考にして行った. その方法は

過酸化水素水を底質サンプル中に加え, その後加熱処理

した (図３). 図３. 河川底質中懸濁物質含量測定簡易法
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Ⅲ 結果と考察
図２に調査地点を示す. SPRSの値は対数正規分布す

るため, 対数目盛りをとってグラフを描くと図４のよう

になる.

これらの値のうち, 約62％のサンプルが淵より瀬の

SPRS値が高かった. また, 約57％のサンプルで早瀬の

SPRS値が他に比べ低くなった. この結果をもとに分散

分析のｆ検定をしたところ, 危険度１％で有効な差はな

いという帰無仮説は棄却されなかった.

川那部ら３) 5) は, 形態と成因から, 淵を３つの型に分

けている. 流れの曲がる蛇行点に形成される淵であるＭ

型, 流れの真直ぐな場所に岩や障害物などがあると, そ

の周囲がえぐられて淵ができるＲ型, 川底の固さが他よ

り柔らかく, 削られてできる滝つぼなどに見られるＳ型

である. 降雨などにより水量が増すと平常時はほとんど

流れがないように見える淵でも流れは速くなると考えら

れる. この時淵側の岸や底質は削り取られ, 流れの緩い

平瀬に堆積したり, 河口に流されると考えられる. つま

り, 降雨時などに流れ込む赤土等の微粒子は, 降雨時に

流れが速くなる淵には堆積せず平瀬に堆積すると考えら

れる. また, 早瀬は常時流速が速く, 赤土等の微粒子は

堆積しにくいと考えられる.

有機物を分解すると北部河川の底質は灰褐色や褐色か

ら鮮やかな赤褐色になった. 中南部河川では黒っぽい灰

色や灰色だった底質が灰色になった. 両方とも, におい

がなくなり有機物が分解されたことがわかる.

有機物分解前後の SPRS の値を対数目盛りでとって
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ランクⅠ
懸濁物質含量10㎏/�以下
底質を掘り起こすと茶色っぽく濁る程度. 赤土の堆積は見られない. 河床に砂分が少なければ赤土の流入
はあまりない.

ランクⅡ
懸濁物質含量10㎏/�～30㎏/�程度
赤土の堆積はほとんど見られない. 底質を掘り起こすと河川水が赤土で濁るのがわかる. 若干赤土が流入
している可能性がある.

ランクⅢ
懸濁物質含量30㎏/�～100㎏/�程度
河川表面にうっすらと赤土の堆積が見られる. 歩くと河川水が濁る. 底質を掘り起こすと河川が赤土でか
なり濁る.

ランクⅣ
懸濁物質含量100㎏/�以上
河床表面に赤土が堆積. 足が沈み込む. 上流域に大規模な流出源がある. あるいはあった.

�

��

���

����

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
�	

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
�	

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

��
��

� � � 	 
 � �  � �� �� �� �� �	 �
 ��

����

��
��
��
��
�

�
�

�

�

��

������
�������������������� !�



グラフを描くと図５のようになり, すべてのサンプルで

有機物分解前より後のほうが SPRS値は高くなった. こ

れは赤土等の土壌の微粒子が１)粘質性有機物と付着し,

土壌本来の微粒子より大きめの団粒構造をとる, ２)あ

るいは石に付着することによって沈降速度が速くなり,

SPRSに反映されなかったと考えられる. このことから,

有機物を分解すると団粒構造がとけ, 土壌の微粒子はば

らばらになることで浮遊し易い状態となり, SPRS値が

高くなったと考えられる. しかしながら, 処理前の

SPRSでも河川の赤土等堆積状況を十分に反映できるこ

とから, 従来どおり河川間の比較が可能であり特に問題

は無いと考える.

Ⅳ 今後の展望
今調査は北部河川を中心に調査を行ったため, 環境の

異なる南部・離島河川の調査数が少ない. よって更なる

データの蓄積を進めたい.

有機物の含量や種類によっては SPRS値への影響は異

なる可能性があるため, 有機物含量が異なる底質での比

較や, 有機物含量の判定基準, 有機物の種類による比較

などを行う必要がある.

Ⅴ ま と め
１. 河川における赤土等の堆積は, 平瀬＞淵＞早瀬とい

う傾向を示す.

２. 土壌中に有機物を含んでいる場合, SPRS値は低く

なる.
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